
2023 年度標語 “主の慰めを受けて、感謝の歌声が響く” 主はシオンを慰め、そのすべての廃墟を慰め、荒野をエデンの園とし、荒れ地を主の園とされる。そこには喜びと楽しみ、感謝の歌声が響く  イザヤ書 51:6  

   

 2024年1月28日午前10時30分   

降誕節第５主日 主日礼拝 

          司会 五十嵐敏子 

          奏楽 木戸恵美子 
 
 

 
 

(平和のあいさつ） 

前  奏 

招きのことば イザヤ42:9-10 

讃美歌 6 「つくりぬしをさんびします」      一  同 

交読詩編 125:1-5(P.147/143) 

 

祈 り                      司会者 

≪関東教区お祈りカレンダー≫ 

   東松山教会 越生教会 毛呂教会 

    (主の祈り) 

 

讃美歌 169(1,2,4) 「ハレルヤ、主をほめたたえ」  一  同 

  

聖 書  旧約 ヨブ記 22:21-30 (P.804) 

新約 ヨハネ 8:31-36（P.182） 

 

メッセージ 『真理は自由を与える 』   

祈   り                 川上  盾 牧師 

 

讃美歌 394「信仰うけつぎ」              一  同 

 

献 金                       一  同 

  （献金感謝の祈り） 

 

信仰告白（ドロレー・ゼレ④）             一  同 

 

頌 栄 169(6) 

派遣･祝祷                川上  盾 牧師 

後 奏  

報告・紹介 

 

 

 

 

 

 

 

≪1月礼拝当番≫  岩渕デボラ 手塚福治 

          岩渕育雄 村上直子 

           横田喜一 横田こずえ 

 

≪今週の集会・行事≫  

◎ 本日 13:00 ＣＳ午後礼拝 ＣＳスタッフ会 

◎ 本日 16:00 群馬地区大会実行委員会（当教会） 

◎ 29日（月）牧師、上毛愛隣社理事会 

◎ 30日(火）牧師、教区靖国天皇制憲法問題委員会（ZOOM） 

◎ 2/3日(土)10:00 会堂清掃 Ａ 組 

◎ 2/3日(土)11:30 聖公会教会訪問 

◎ 2/3日(土)13:00 牧師、結婚式打合せ 

 

≪次週の主日≫  

◎ 主日礼拝 10:30 

ﾒｯｾｰｼﾞ 『 いつまでこの苦しみは続くのか 』 川上牧師 

聖書：旧約 ヨブ記 23:1-10 (P.805) 

新約 ヨハネ 5:1-9（P.174） 

讃美歌 7(1-4), 171, 452, 7(5) 

交読詩編 32:1-7(P.37/33) 

司会：畠中祥世 奏楽：徳江由利 

◎ 2月定例役員会  2/4(土)礼拝後 

  “カラコン”準備の話し合いは陪席自由です 

 

≪予 告≫ 

◎ 聖研祈祷会 2/7(水)10:30 ＆ 19:30 

◎ 教会報委員会 2/11(日)礼拝後 

◎ 群馬地区2･11集会 2/11(日)15:00 前橋教会 

≪報 告≫ 

◎『これからの前橋教会について語る懇談会』(カラコン)  

 3月 17日(日)礼拝後に第 1回の“カラコ

ン”を開催します。第 1 回の方向性は、

｢教会の相互交流について｣です。そのため

の準備の話し合いを次週の 2 月の役員会で

行ないます。自由に陪席をしてもらって意

見を述べてもらい、具体的なテーマ・詳細

を決めます。どうぞご参加下さい。 

◎ 群馬地区2･11信教の自由を守る日集会  

 2 月 11 日（日）15:00。｢『建国記念の

日』が作られた日｣と題して、原誠さん(高

崎南教会牧師)が講演をされます。このテー

マが、実は日本の平和と深く結びつくこと

を、若い世代の人たちとも一緒に考えたい

と思います。どうぞご予定下さい。 

◎ 朝鮮人労働者追悼碑撤去反対声明  

 群馬県が群馬の森に2004年に建立した追

悼碑が今週にも強制撤去されようとしてい

ます。太平洋戦争中に日本で労働した朝鮮

半島出身者の人が多数犠牲になった事実を

記憶し、追悼するために立てられた記念碑

です。「追悼碑前で行われた集会に約束違

反があった」というのが理由ですが、撤去

を強行することは過去の歴史を「なかった

こと」にしようとする行為であり、日本と

韓国・朝鮮のみならず近隣諸国との友好に

ヒビを入れることになりかねません。以上

のような見解から、群馬地区では緊急の反

対声明を知事あてに届けました。藤田地区

長と共に川上牧師も同行しました。掲示板

に声明がありますので、ご覧下さい。 
 
≪先週の集会≫ 
               ジュニア シニア ｽﾀｯﾌ・大人 計 

ＣＳ朝礼拝 7 3 16 26 
 礼拝堂 オンライン 献   金 

主日礼拝 48 23 25,210 
高校生ピザマジ 高校生5 ｽﾀｯﾌ6  
能登半島震災募金 1/28 18,010円   計 118,760円 

《 メッセージ 》 『あとで考え直して』 川上  盾 牧師 

出エジプト3:12-17、ヨハネ2:1-11（1月21日） 
▼カナの婚礼の物語、ヨハネ福音書におけるイエスの

最初の奇跡物語である。「三日目に．．．」と記されている

ところから、象徴的な解釈が生まれた。「三日目の奇跡」

それはイエスの復活である。その復▼今回、改めてこの

物語を読んで、「ひっかかり」を感じる部分があった。そ

の視点から、上記とは別なる解釈を試みてみよう。▼婚

宴の席でぶどう酒がなくなったことをマリアは心配してい

る。彼女は招く側の人だったのだろう。イエスに「ぶどう酒

がなくなりました」と言う。「なくなったので手に入れてき

て...」と頼んだわけではない。ぶどう酒がなくなった事実

だけを伝える。そうすればイエスが何とかしてくれると思

ったのだろうか。▼イエスは「婦人よ、わたしに何の関係

があるのか」と答えられた。何とも他人行儀な、冷たい返

事のように思う。このあたりに、イエスと母・マリアとの微妙

な親子関係を感じてしまう。私自身が昨年亡くなった母

との間に微妙な関係を持って生きていたことから、そのよ

うな読み込みをしてしまうのだ。▼そのようなつれない返

事をいったん返したイエスであったが、マリアはもっとした

たかだ。召使いたちに「この人が何か言ったら、その通り

にして下さい」と告げる。「口ではあのように言ってるけど、

なぁに実際は何とかしてくれるさ．．．」そんな思いがあっ

たのか。表面的にはすれ違っているようでも、深いところ

では信頼している．．．そんな母の姿である。▼そんな母

の思いに応えるように、イエスは水がめに水を汲むように

命じられ、それが極上のワインに変わった．．．という奇

跡物語である。今回の「ひっかかり」から改めて思うのは、

母のイエスへの信頼がこの奇跡を導き出したのではない

かということだ。▼マタイ福音書に「二人の兄弟のたとえ」

がある。父から農園で働くことを求められて「いやです」と

言った兄は、あとで考え直して働きに行った。同じように

言われて「わかりました」と答えた弟は行かなかった。私

自身は兄のようなマインドの人間である。そして今日の

箇所のイエスにも同じものを感じるのだ。▼私たちもその

時の気分でついつれない返事をしてしまい、気まずい

状況を作ってしまうことがある。そのあやまちに気付いた

ならば、なすべきことは簡単だ。「あとで考え直して」実行

に移せばいいだけだ。▼一度口にしたことを撤回するこ

とは気まずいことかも知れない。しかし私たち人間は、出

エジプト記の昔から「神さまがあとで考え直してくれたお

かげで救われた存在」である。奴隷状態から救い出され

たにもかかわらず、常に神を裏切り続けてきたイスラエル。

神はその度罰を告げるが、あとで考え直して、赦し、救っ

て下さった。私たちも「あとで考え直す」大切さを学ぼう。 

 
讃美歌・詩編交読・信仰告白では起立をしますが、
お立ちになりにくい方は、座ったままでどうぞ。 
 
 

＜招きのことば＞ イザヤ 42:9-10 

見よ、初めのことは成就した。新しいことをわ

たしは告げよう。それが芽生えてくる前に、わ

たしはあなたたちにそれを聞かせよう。新しい

歌を主に向かって歌え。地の果てから主の栄

誉を歌え。海に漕ぎ出す者、海に満ちるも

の、島々とそこに住む者よ。 


